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Abstract
Eleven years have passed since the open c01lege of HachinOhe lnstitute of Technology
(HIT)started and all the departments participated in the open college  The ailns Of the open
college are to make open the informatiOn Of HIT,exchange the ideas,understand each other and
contribute to culture and industry in the community.  The open college、、Iould be the best Mray
to achieve these aims  This year the open college is characterized by these points: Iirst,all the
courses are opened,secondly they are extended from」uly tO Nov mb r and thirdly those、Kアho
take courses are asked to pay part of the expense  Each course has the unique content of each
development  There are three practices in IT (information technology),two courses in how to
make and twO are given in introductions giving ditterent topics each tilne  As a result,all the
courses have met the needs and expectations Of the conlnunity and received a favorable
response,、、アhich has given the members of HIT great satisfaction  AccOrding to the question‐
naire, rnOst people apprOve of the cOurses, 、アhil they ask that the open college should be
extended to anOther places,to longer period and to hi涯子her level  The Open c01lege not only
contributes to the understanding and the deve10pment of HIT but also to the progress of the
culture and industry in the northern TOhOku district












































































































































































































































































































































































































曜 日 時間 分 講座内容月 日
18: 00ヽウ18: 1010 テキスト販売
18: 20-18: 3015 学科長挨拶,スタッフ紹介
18: 20-18: 3515 受講者紹介
18: 35ヽシ18: 4510 第1章 Power Pointの概要
18: 45-19: 0015 Power Pointの活用例紹介
19: 0(l-19: 3030 第2章 Power Pointの基本操作
19: 30-19: 4515 休憩
8月4日 月
19: 45-21: 0075 第3章 アウトラインを使ってプレゼンテーションを作成しよう
18: 00-19: 3090 第3章 アウトラインを使ってプレゼンテーションを作成しよう
19: 311-19: 4515 休憩
8月5口 火















18: 00-19: 3090 プレゼンテーション作成 (個別レッスン)
19: 30-191 4515 休憩
19: 45-21: 0075 プレゼンテーション作成 (個別レッスン)
8月7日 木
18: 00-201 10130★★★ 発表会 ★★★
19: 10-19: 2515 休憩,アンケート用紙回収





























































































































































































































































































































































写真 5 幼児の部 表彰式
八戸工業大学紀要 第23巻
写真 7 受賞の感想を述べる高校生
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平成 15年度八戸工業大学公開講座 (根城・佐藤・月舘 。福原・木村・渡辺 。阿波・太田・信山)
公開講座の参加者数
第一回 (8月9日) 第二回 (10月25日)













































































































Flashはベ ク ターベース の Vヽebアニ メー
ションデザインツールである。特徴は画像をベ



































































































































































































































































































































































































































































(完)            ・
4。 ま と め
全学科と総合教育センター参加による八戸工
業大学公開講座が2年目を終えることができた
が,どの講座も活気に途れるもので,受講生の
熱心さと楽しさが伝わるものであった。今年度
の成果を纏めると,1)特徴のある講座の人気
が高く,場合によっては参加料を上げることも
考えられる,2)学生アルバイターが好評,3)
街中での開催は人を呼ぶ,4)市の広報やメ
ディアをできるだけ利用する,5)参加者から
次期テーマの提案が出た講座もある,6)大多
数の講座で,参加者から継続要求が出された,な
どである。スタッフの中でも,学生にとって,受
講生の真摯な姿に触れ,されたことのない質問
を受けるなどの経験は, この上ない勉学の場と
なった。学生にとって,社会人との直接交流が
教育上重要であることを実感させられた。終了
後のアンケート結果は,受講生の充足度の大き
さを示しており,開講側では実行後の充実感を
味わうと同時に,この講座を発展的に維持する
ことの重要さを認識した。また,講座に参加す
ることが楽しいという評価がひとつのキーワー
ドでもあり,この点を開催側が意識することも
重要である。一方,開催場所の拡大や開催期間
の延長,複数回の開催など新たな要望も聞かれ,
今後の課題として考慮したい。これらの率直な
意見,要望を教育や研究の指針として役立てて
いく必要がある。また,本学独自の教育や研究
の積極的な開示などを公開講座として開催する
ことも検討課題である。一方,本学が受審した
日本技術者教育認定機構 (JABEE)との関連か
ら見ると,公開講座は直接社会に開かれた窓と
して機能しており,学内の教育・研究情報の公
開と相互利用としての役割も果たしている。更
に,計画中のメディアセンターとの整合性を考
慮することも考えられる。公開講座の開催が八
戸工業大学の理解に繋がり,大学を発展させる
ことはもちろんのこと,北東北の文化の発展や
産業の進展に結がることを願うものである。
学内の複数の部局の協力が得られたからこ
そ,この講座が終了できたのであり,関係部局
の方々に感謝申し上げます。
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